
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇省

令

第
百
十
一
条
の
表
普
通
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
免
許
試
験
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

普
通
ボ
イ
ラ
ー
溶
接

士
免
許
試
験

一

当
該
免
許
試
験
を
行
う
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
つ
た
前
回

の
普
通
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験
に
合
格
し
た

者

学
科
試
験
の
全

科
目

二

当
該
免
許
試
験
を
行
う
指
定
試
験
機
関
が
行
つ
た
普
通
ボ
イ

ラ
ー
溶
接
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
で
、
当
該

学
科
試
験
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
も

の
三

普
通
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
後
二

年
を
経
過
し
な
い
者

一

次
に
掲
げ
る
溶
接
工
の
技
り
ょ
う
に
関
す
る
試
験
の
方
法
等

を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
年
運
輸
省
告
示
第
四
百
十
七
号
）
第

二
条
の
規
定
に
よ
る
分
類
の
溶
接
工
の
技
り
ょ
う
に
関
す
る
試

験
に
合
格
し
た
者

実
技
試
験
の
全

部

イ

Ｍ

２
種
Ｏ
級

Ａ

ロ

Ｍ

３
種
Ｏ
級

Ａ

ハ

Ｍ

２
種
Ｐ
級

Ａ

ニ

Ｍ

２
種
Ｖ
級

Ａ

ホ

Ｍ

３
種
Ｖ
級

Ａ

二

突
合
せ
溶
接
に
つ
い
て
前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

（号 外）
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〔
省

令
〕

〇
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
及
び

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命

令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
一
四
九
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
弁
理
士

登
録
・
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
の
付

記
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
の
処
分
、

厚
生
年
金
基
金
解
散
・
清
算
人
就
任
・
清

算
結
了
・
清
算
人
退
任
関
係

地
方
公
共
団
体

公
示
送
達
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
九
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
四
条
並
び
に
第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及

び
指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

松
本

純

ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定

に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
認
定
（
」
の
下
に
「
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
除
き
、」を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
中
「
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
せ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

ボ
イ
ラ
ー
の
運
転
の
状
態
に
係
る
異
常
が
あ
つ
た
場
合
に
当
該
ボ
イ
ラ
ー
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
機
能
そ
の
他
の
機
能
を
有
す
る
自
動
制
御
装
置
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
技
術
上
の
指
針
に
適
合
し

て
い
る
と
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
認
定
し
た
も
の
を
備
え
た
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
五
号
の
水
面

測
定
装
置
の
機
能
の
点
検
を
三
日
に
一
回
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
適
合
自
動
制
御
ボ
イ
ラ
ー
認
定
申
請
書

（
様
式
第
十
七
号
）
に
、
当
該
申
請
に
係
る
自
動
制
御
装
置
が
前
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
技
術
上
の
指
針

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
が
明
ら
か
に
す
る
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
条
中
「
前
条
各
号
」
を
「
安
衛
則
第
六
十
九
条
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」

に
改
め
る
。

第
百
三
条
中
「
第
百
一
条
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。
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